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米
価
下
落
に
対
す
る
安
定
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書（
抜
粋
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

円
滑
な
移
行
に
関
す
る
意
見
書（
抜
粋
）

原
油
価
格
の
高
騰
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

対
策
を
求
め
る
意
見
書（
抜
粋
）

　

米
生
産
を
揺
る
が
す
今
年
の
米

価
下
落
は
、
稲
作
農
家
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。生
産
コ
ス

ト
を
大
幅
に
割
り
込
む
米
価
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
米
価
下
落
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
特
に
も
今
年
の
米

価
下
落
に
よ
っ
て
、
も
は
や
来
年
か

ら
の
生
産
か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

地
域
の
生
産
を
守
る
た
め
に
努
力

を
し
て
い
る
集
落
営
農
組
織
や
、
個

別
の
大
規
模
農
家
と
い
わ
れ
る
農

家
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
明
白
で
あ
り
、
わ
が
国
の
食
の

安
全
・
安
心
や
食
料
政
策
お
よ
び

安
全
保
障
政
策
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

　

米
価
下
落
の
根
本
原
因
か
ら
見

る
な
ら
、
政
府
の
短
期
に
よ
る
緊
急

対
策
だ
け
で
は
、生
産
者
が
安
心
し

て
米
を
生
産
し
、
国
民
へ
の
安
定
的

供
給
を
保
障
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

い
ま
、
世
界
的
に
は
食
糧
事
情

は
悪
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。農
水
省
の
需
給
動
向
に
よ
り
ま

す
と
、世
界
の
消
費
量
が
生
産
量
を

上
回
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
世
界

の
穀
物
在
庫
率
は
55
日
分
を
切
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
お
い
て
は

今
回
の
緊
急
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、

農
家
の
営
農
や
農
村
の
維
持
が
可

能
と
な
る
よ
う
次
の
事
項
に
つ
い

て
、
特
段
の
配
慮
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

①
政
府
が
緊
急
に
買
い
入
れ
た
備

蓄
米
に
つ
い
て
は
、
市
場
へ
の
放

出
を
抑
制
す
る
こ
と
。

②
備
蓄
の
役
割
を
終
え
た
古
米
を

主
食
以
外
の
用
途
に
振
り
向
け

る
シ
ス
テ
ム
に
変
更
す
る
こ
と
。

③
篩ふ

る
い

下
米
の
主
食
用
米
へ
の
混
入

を
規
制
す
る
た
め
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
を

改
正
す
る
こ
と
。

④
米
価
下
落
に
よ
っ
て
来
年
産
の

作
付
け
不
安
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
年
限
り
の
特
例
措

置
と
し
て
米
価
下
落
分
の
補
て

ん
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
19
年
12
月
21
日

岩
手
県
滝
沢
村
議
会

■
提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

農
林
水
産
大
臣

　

我
が
国
の
医
療
制
度

は
、
国
民
皆
保
険
の
も

と
、
誰
も
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
と
し
て
世
界

一
の
平
均
寿
命
や
高
い
保

健
医
療
水
準
を
支
え
て

き
ま
し
た
。

　

18
年
６
月
に
成
立
し

た
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
り
、
20
年
４
月
か
ら
新

た
な
独
立
し
た
医
療
制

度
と
し
て
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」が
創
設
さ
れ
る
。現

在
、
こ
の
制
度
の
運
営
主

体
と
し
て
、各
都
道
府
県

に
お
い
て
全
市
町
村
が

加
入
す
る「
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」が
設
立

さ
れ
、
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
そ
の
内
容
が
村

民
に
十
分
浸
透
し
て
い

る
と
は
言
い
が
た
く
、
高

齢
者
か
ら
は
多
く
の
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
制
度

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

村
民
に
対
す
る
更
な
る

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

十
分
な
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
国
に
お
か
れ
て

は
、
新
た
な
制
度
に
つ
い

て
は
一
旦
凍
結
し
、
被
保

険
者
に
過
度
の
負
担
を

招
く
こ
と
な
く
、
ま
た
、

制
度
の
安
定
的
な
運
営

を
確
保
す
る
た
め
市
町

村
に
過
分
な
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
十
分
な
財

政
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法

第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
19
年
12
月
21
日

岩
手
県
滝
沢
村
議
会

■
提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

　

世
界
的
な
原
油
、
石
油
製
品

の
需
要
拡
大
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
原
油

生
産
体
制
の
抑
制
、
不
安
定
な

中
東
情
勢
に
よ
り
、
近
年
原
油

価
格
が
高
水
準
で
推
移
し
て
き

ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
て
、
米
国

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
等

に
よ
り
損
失
を
受
け
た
金
融
市

場
の
資
金
が
原
油
先
物
市
場
へ

と
注
が
れ
る
な
ど
、
投
機
的
資

金
の
急
速
な
流
入
に
よ
り
、
一
段

と
原
油
高
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。今
後
の
見
通
し
は
不
透
明
な

こ
と
か
ら
石
油
製
品
の
安
定
供

給
の
確
保
や
価
格
の
上
昇
に
関

す
る
国
民
の
不
安
は
急
速
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
原
油
価
格
上
昇
の
影
響

は
、
農
林
水
産
業
、
製
造
業
、
運

輸
業
な
ど
の
経
営
を
圧
迫
し
て

お
り
、わ
が
国
の
経
済
活
動
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
原

油
価
格
の
一
段
の
高
騰
に
よ
る
わ

が
国
経
済
や
国
民
生
活
に
及
ぼ

す
影
響
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、

下
記
の
措
置
を
緊
急
に
講
じ
る

と
と
も
に
、
国
家
備
蓄
の
放
出
や

石
油
製
品
の
消
費
税
と
の
二
重

課
税
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
。

記

①
石
油
製
品
の
安
定
供
給
の
確

保
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
る
こ

と
。
特
に
灯
油
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
・
東
北
各
地
の
灯
油

の
在
庫
量
を
把
握
し
、安
心
で

き
る
量
の
確
保
と
安
定
供
給

を
行
う
こ
と
。

②
意
図
的
な
在
庫
削
減
や
不
透

明
な
価
格
設
定
が
行
わ
れ
な

い
よ
う
、国
内
の
石
油
元
売
各

社
に
対
し
調
査
・
監
視
・
指

導
を
強
化
す
る
こ
と
。

③
燃
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
農

林
水
産
業
へ
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、燃
油
価
格
の
低
減

化
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

④
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
業
者
な
ど

陸
運
事
業
者
に
対
し
、
燃
料

費
高
騰
を
踏
ま
え
た
運
賃
設

定
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
講
じ
る
こ
と
。

⑤
中
小
企
業
向
け
貸
付
金
に
つ

い
て
、
金
融
機
関
に
対
し
、
返

済
期
間
の
延
長
や
利
子
減
免

な
ど
の
措
置
を
求
め
る
こ
と
。

⑥
寒
冷
地
帯
の
生
活
弱
者
対
策

に
つ
い
て
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

　
　

平
成
19
年
12
月
21
日

岩
手
県
滝
沢
村
議
会

■
提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

農
林
水
産
大
臣

経
済
産
業
大
臣

国
土
交
通
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　
（
経
済
財
政
政
策
）

出議案 意見書を
国に提出
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住民参画によるまちづくりを調査 幼・保・小の連携ある子育てについて

総 務
　自治体運営に関してその理念、原則等を定める、自治基本
条例は全国的に制定する自治体が増加してきている。
　この条例は、自治（まちづくり）の基本的理念や原則、住民が
自治の主体としての位置付け、住民や住民活動団体が自治に
対して元気で活動することなどを規定しているものである。
　日進市が住民と協働で取組んで来たように、住民に対する
情報の提供や住民の参画を得ながら、条例制定の必要性も含
めた検討を望むものである。
　今回調査した松阪市と名張市も規模、手法は異なるものの
本村と同様にまちづくり委員会など形態を変えた複数の住民
組織が存在しまちづくりに取組んでいる。　
　まちづくりは、行政が主体的の形態から住民が主体の形態
に変革してきており、まさに住民参画でのまちづくりが重要で
ある。
　本村では、これまでの取組みで地域自治力の向上、地域の
人材の発掘など数多くの成果も認められる。
　一方、まちづくり委員会と自治会との連携、各年齢層の参画、
行政の支援体制の充実などの課題が多いことも事実である。
　今後は、課題解決に向
けての施策や、ＮＰＯ組
織等も活用した新たなま
ちづくりの展開策など、真
のまちづくりを実現し豊
かさを生む地方自治の構
築が必要と考える。

○わくわくチャレンジ広場（葛飾区）
　学校開放による放課後の居場所づくりが子ども達によい結
果をもたらし、地域の人が学校に入ることで地域が活性化し
ている。事業は、教育委員会青年課が立ち上げて子育て支援
部育成課が運営している。
○中志津ＷａｉＷａｉ広場（佐倉市）
　商店街の空き店舗を活用し、子どもの居場所づくりを行っ
ている。施設運用については様々なものが利用可能であるこ
とから、多様な選択肢の中から子どもの居場所づくりと施設
運用を検討する必要がある。
○地域子ども館・あそべえ（武蔵野市）
　放課後対策として保護者と地域、学校が一体となり、地域
の独自性を活かした運営をしている。また、子どもに関する
施策は子ども家庭部が行い、運営は子ども家庭部が行ってい
る。本村においても、福祉行政と教育行政の連携を進めるた
め、行政機構を住民サービスに合わせた組織にすることを検
討する必要がある。

　今回の視察地において共通することは「安全な遊び場」「小
学校と地域との連携」「地域性を活かした取り組み」があげら
れる。子ども達をどのように見守り、居場所をどのような環
境にすることが大切なのかという観点がはっきりしており、
そのことが事業に反映されている。また、当初は取組みに対
して学校やPTAからの反発もあったが、地域、学校、教育委
員会が協働で取り組んでいる点にも注目したい。本村におい
ても、子どもたちの居場所づくりは重要であり、方向性を決
めて視点を明確にし、福祉行政と教育行政が連携をとり、幼
保小の連携ある子育てを考えながら施策に取組む必要があ
ると考える。

常 任 委 員 会 の 調 査 活 動

教 育 民 生

実施日／H19年7月27日（金）　10月24日（水）～26日（金）
調査先／住民協働課、経営企画課
　　　　愛知県日進市、三重県松阪市、三重県名張市

実施日／H19年7月20日（金）　10月23日（火）～24日（水）
調査先／東京都葛飾区　わくわくチャレンジ広場（柴又小学校）
　　　　千葉県佐倉市 　まちの縁側サロン「中志津ＷａｉＷａｉ広場」
　　　　東京都武蔵野市　地域子ども館・あそべえ（大野田小学校）

「
放
射
能
を
海
に
流
さ
な
い
こ
と
」と
す
る
法
律
、
放
射
能
海

洋
放
出
規
制
法（
仮
称
）の
法
律
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

青
森
県
六
ヶ
所
村
に
建
設
さ
れ
た
核

燃
料
再
処
理
工
場
は
、
18
年
3
月
31
日
に

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
操
業
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
心
配
し
て
い

た
と
お
り
、
放
射
能
漏
れ
や
内
部
被
爆
、

耐
震
設
計
ミ
ス
も
見
つ
か
り
、
大
事
故
が

起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
核
燃
料
再
処
理
工
場
は
、
再
処
理

の
過
程
で
生
じ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ヨ
ウ

素
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
の
放
射
能
を
含
む

廃
液
を
沖
合
３
㎞
、
水
深
44
ｍ
の
放
水
口

か
ら
大
量
に
放
出
し
て
い
ま
す
し
、
高
さ

１
５
０
ｍ
の
廃
棄
筒
か
ら
は
ト
リ
チ
ウ
ム

や
ク
リ
プ
ト
ン
85
が
プ
ル
ー
ム（
高
濃
度

汚
染
雲
）
と
な
っ
て
風
に
流
さ
れ
大
気
ば

か
り
で
な
く
土
壌
汚
染
を
も
引
き
起
こ

し
ま
す
。
当
初
設
計
段
階
で
は
放
射
能
除

去
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
る
は
ず
の
も
の

が
、
除
去
技
術
は
確
立
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
用
段
階
に
な
い
と
さ
れ
、

設
置
さ
れ
な
い
ま
ま
試
験
運
転
に
突
入
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
県
沿
岸
で
は
サ
ケ
、
サ
ン
マ
、
イ
カ

等
捕
る
漁
業
だ
け
で
な
く
、
ア
ワ
ビ
、
ウ

ニ
、
ワ
カ
メ
、
カ
キ
、
ホ
タ
テ
と
い
っ
た
養

殖
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
安
全
・
安
心

な
三
陸
物
を
全
国
民
に
提
供
し
て
き
ま
し

た
。

　

三
陸
の
海
が
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
る

と
、
本
県
農
水
産
業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
健
康
・
食

の
安
全
も
危
う
く
な
り
ま
す
し
、
そ
の
心

配
の
声
も
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
再
処
理
工
場
の
廃
液
の
放
流
に

関
し
て
濃
度
規
制
す
ら
な
い
と
聞
き
ま

す
。
こ
れ
で
は
放
射
能
に
よ
る
海
洋
汚
染

の
心
配
が
増
し
ま
す
。

　

こ
こ
に
、放
射
能
汚
染
か
ら
三
陸
の
海
、

川
、森
、住
民
の
健
康
、食
の
安
全
、そ
し

て
三
陸
の
農
水
産
業
を
守
る
た
め
、下
記

事
項
を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

記

①
放
射
能
廃
液
を
海
に
放
出
し
な
い
法

律
、
放
射
能
海
洋
放
出
規
制
法（
仮
称
）

を
制
定
す
る
こ
と
。

②
国
の
施
策
に
お
い
て
放
射
能
除
去
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
。

③
岩
手
県
沖
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し

た
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　

平
成
19
年
12
月
21
日　

岩
手
県
滝
沢
村
議
会

■
提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

経
済
産
業
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

文
部
科
学
大
臣

農
林
水
産
大
臣

環
境
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

議員提


